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飛
鳥
井
雅
経
と
藤
原
秀
能
（
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
四
十
四
巻
第
十
号
、
一
九
七
」
『
九
年
九
月
）
後
藤
重
郎
「
通
具
と
俊
成
卿
女
―
新
古
今
和
歌
集
所
収
歌
を
め
ぐ
っ
て
（
山
崎
敏
夫
編
『
中
世
和
歌
」
と
そ
の
周
辺
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
年
）
益
田
勝
美
「
こ
こ
ろ
と
こ
と
ば
（
国
文
学
』
第
十
五
巻
十
三
号
、
一
九
八
〇
年
十
月
）
」
『
久
保
田
淳
「
源
氏
物
語
』
と
藤
原
定
家
、
親
忠
女
及
び
そ
の
周
辺
（
古
代
文
学
論
叢
』
第
八
輯
『
源
『
」
『
氏
物
語
と
和
歌
研
究
と
資
料
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
二
年
）
武
久
堅
「
源
通
光
―
現
存
和
歌
集
成
（
稿
（
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
一
二
号
、
一
九
）
」
『
八
二
年
十
二
月
）
谷
山
茂
「
歌
合
を
め
ぐ
る
六
条
家
と
御
子
左
家
（
谷
山
茂
著
作
集
４
『
新
古
今
時
代
の
歌
合
と
歌
壇
』
」
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角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
。
初
出
『
国
語
国
文
』
九
巻
四
号
、
一
九
三
四
年
四
月
）
富
樫
よ
う
子
「
藤
原
定
家
に
お
け
る
漢
詩
文
の
摂
取
―
文
治
建
久
期
を
中
心
に
」
(『
国
文
目
白
』
二
二
号
、
一
九
八
三
年
三
月
)
望
月
俊
江
「
源
通
光
―
そ
の
歌
人
と
し
て
の
生
涯
（
立
教
大
学
日
本
文
学
』
五
〇
号
、
一
九
八
三
年
」
『
七
月
）
「
「
」
」
（
『
』
、
久
下
晴
康
夢
の
浮
橋
論
―
イ
メ
ー
ジ
言
語
の
再
生
あ
る
い
は
摂
取
の
方
法
学
苑
五
二
九
号
一
九
八
四
年
）
寺
本
直
彦
『
源
氏
物
語
』
と
そ
の
受
容
（
右
文
書
院
、
一
九
八
四
年
）
』
寺
本
直
彦
『
源
氏
物
語
受
容
史
論
考
』
続
編
（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
）
福
田
秀
一
「
夫
木
抄
（
和
歌
文
学
講
座
第
四
巻
』
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
）
」
『
部
矢
祥
子
「
源
通
具
の
撰
歌
状
況
及
び
和
歌
に
つ
い
て
（
高
野
山
大
学
国
語
国
文
』
九
巻
十
一
号
、
」
『
一
九
八
四
年
十
二
月
）
久
保
田
淳
『
訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集
』
上
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
五
年
）
赤
羽
淑
「
十
題
百
首
「
韻
歌
百
二
十
八
首
和
歌
（
藤
原
定
家
の
歌
風
』
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年
）
」
」
『
久
保
田
淳
「
古
典
文
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
エ
ピ
ロ
ー
グ
―
半
ば
反
語
的
な
（
国
文
学
』
三
十
巻
十
号
、
」
『
一
九
八
五
年
九
月
）
本
間
洋
一
「
王
朝
漢
詩
の
表
現
覚
書
―
王
朝
詩
と
白
詩
と
（
和
漢
比
較
叢
書
第
三
巻
中
古
文
学
と
」
『
漢
文
学
Ⅰ
』
和
漢
比
較
文
学
会
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期
〔
改
訂
新
版
（
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
）
〕
』
長
谷
完
治
『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
中
世
文
学
と
漢
文
学
（
和
漢
比
較
文
学
会
編
、
一
九
八
七
年
、
汲
』
古
書
院
）
部
矢
祥
子
『
源
通
具
全
歌
集
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
六
月
）
』
井
上
宗
雄
「
六
条
藤
家
の
人
々
（
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
増
補
版
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
八
年
）
」
『
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
（
増
補
版
（
笠
間
書
院
、
一
九
八
八
年
）
）
』
石
川
泰
水
「
通
う
調
べ
、
通
う
心
―
定
家
と
同
時
代
歌
人
（
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
三
三
巻
一
三
」
『
号
、
一
九
八
八
年
）
目
良
有
子
「
源
通
親
の
和
歌
（
甲
南
女
子
大
学
大
学
院
論
叢
』
一
〇
号
、
一
九
八
八
年
一
月
）
」
『
部
矢
祥
子
「
千
五
百
番
歌
合
時
の
通
具
と
そ
の
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
（
中
世
文
芸
論
稿
』
十
一
号
、
一
」
『
九
八
八
年
三
月
）
佐
々
木
孝
浩
「
六
条
藤
家
か
ら
九
条
家
へ
―
人
麿
影
と
大
嘗
会
和
歌
（
芸
文
研
究
』
五
三
号
、
一
九
」
『
八
八
年
七
月
）
佐
藤
恒
雄
「
通
具
俊
成
卿
女
五
十
番
歌
合
の
成
立
に
つ
い
て
（
中
世
文
学
研
究
』
一
四
号
、
一
九
八
」
『
八
年
八
月
）
加
藤
睦
「
藤
原
清
輔
の
『
久
安
百
首
』
に
つ
い
て
（
東
京
水
産
大
学
論
集
』
第
二
四
号
、
一
九
八
八
」
『
年
十
一
月
）
岩
崎
禮
太
郎
「
源
氏
物
語
を
ふ
ま
え
た
和
歌
―
千
五
百
番
歌
合
に
お
け
る
定
家
と
公
経
の
歌
を
中
心
と
し
て
（
源
氏
物
語
」
を
読
む
』
佐
藤
泰
正
編
、
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
年
）
」
『
「
藤
平
泉
「
土
御
門
家
の
歌
人
た
ち
（
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
三
七
号
、
一
九
八
九
」
『
年
三
月
）
佐
々
木
孝
浩
「
歌
林
苑
の
人
麿
影
供
（
一
（
銀
杏
鳥
歌
』
三
号
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）
）
」
『
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佐
々
木
孝
浩
「
人
麿
影
供
年
譜
稿
―
鎌
倉
時
代
篇
（
三
田
国
文
』
一
二
号
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）
」
『
小
林
強
「
反
御
子
左
派
旗
上
げ
前
後
の
歌
壇
に
つ
い
て
―
寛
元
四
年
七
月
為
家
勧
進
「
日
吉
社
五
十
首
」
及
び
光
俊
勧
進
「
住
吉
社
卅
六
首
」
を
中
心
に
（
東
山
学
園
研
究
紀
要
』
三
五
号
、
一
九
九
〇
年
三
」
『
月
）
佐
々
木
孝
浩
「
歌
林
苑
の
人
麿
影
供
（
二
（
銀
杏
鳥
歌
』
四
号
、
一
九
九
〇
年
六
月
）
）
」
『
佐
々
木
孝
浩
「
歌
林
苑
の
人
麿
影
供
（
三
（
銀
杏
鳥
歌
』
五
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
）
」
『
片
桐
洋
一
「
古
今
和
歌
集
と
藤
原
定
家
（
古
今
和
歌
集
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
）
」
『
久
富
木
原
玲
「
源
氏
物
語
取
り
の
和
歌
―
式
子
内
親
王
の
場
合
（
源
氏
物
語
講
座
八
源
氏
物
語
の
」
『
本
文
と
受
容
』
今
井
卓
爾
ほ
か
編
、
勉
誠
社
、
一
九
九
二
年
）
橋
本
義
彦
『
源
通
親
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
』
佐
藤
明
浩
「
題
の
拡
充
と
題
詠
の
深
化
―
恋
題
を
中
心
に
院
政
期
か
ら
新
古
今
前
後
ま
で
（
和
歌
文
学
」
の
世
界
『
論
集
〈
題
〉
の
和
歌
空
間
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
）
1
5
深
津
睦
夫
「
組
題
の
世
界
―
新
古
今
以
後
を
中
心
に
（
和
歌
文
学
の
世
界
『
論
集
〈
題
〉
の
和
歌
空
」
1
5
間
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
）
田
中
初
恵
「
定
家
の
和
歌
に
お
け
る
源
氏
物
語
受
容
（
源
氏
物
語
講
座
八
源
氏
物
語
の
本
文
と
受
」
『
容
』
今
井
卓
爾
ほ
か
編
、
勉
誠
社
、
一
九
九
二
年
）
高
崎
由
理
「
源
通
光
年
譜
（
中
世
和
歌
』
一
九
号
、
一
九
九
二
年
十
月
）
」
『
佐
々
木
孝
浩
「
後
鳥
羽
院
家
隆
「
俊
頼
影
供
」
小
考
（
一
（
銀
杏
鳥
歌
』
九
号
、
一
九
九
二
年
一
二
）
」
『
月
）
久
保
田
淳
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）
』
小
島
吉
雄
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
（
星
野
書
店
、
一
九
四
四
年
初
出
。
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
再
』
録
）
佐
々
木
孝
浩
「
と
は
ず
が
た
り
』
の
人
麿
影
供
―
二
条
の
血
統
意
識
と
六
条
有
房
の
通
光
影
供
を
め
ぐ
『
っ
て
（
国
語
と
国
文
学
』
七
〇
巻
七
号
、
一
九
九
三
年
七
月
）
」
『
佐
藤
恒
雄
「
新
古
今
和
歌
集
の
修
辞
と
表
現
（
和
歌
文
学
講
座
第
六
巻
『
新
古
今
集
』
勉
誠
社
、
一
九
」
九
四
年
一
月
）
上
野
順
子
「
正
治
・
建
仁
期
の
影
供
歌
合
に
つ
い
て
―
土
御
門
通
親
を
中
心
に
（
和
歌
文
学
』
六
七
」
『
号
、
一
九
九
四
年
一
月
）
浅
田
徹
「
六
条
家
―
承
安
～
元
暦
頃
を
中
心
に
（
平
安
後
期
の
和
歌
』
和
歌
文
学
論
集
編
集
委
員
会
、
」
『
風
間
書
房
、
一
九
九
四
年
）
辻
勝
美
「
新
進
歌
人
群
（
和
歌
文
学
講
座
第
六
巻
『
新
古
今
集
』
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
）
」
岩
佐
美
代
子
「
玉
葉
集
と
栄
花
物
語
（
国
文
鶴
見
』
二
九
号
、
一
九
九
四
年
十
二
月
）
」
『
岩
佐
美
代
子
『
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈
上
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
六
年
）
』
中
川
博
夫
「
校
本
『
簸
河
上
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
二
二
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）
』
」
岩
佐
美
代
子
「
玉
葉
集
の
定
家
―
勅
撰
全
入
集
歌
を
見
渡
し
て
（
国
文
鶴
見
』
三
一
号
、
一
九
九
六
」
『
年
十
二
月
）
佐
々
木
孝
浩
「
人
麿
の
信
仰
と
影
供
（
万
葉
集
の
諸
問
題
』
国
文
学
研
究
資
料
館
編
、
臨
川
書
店
、
」
『
一
九
九
七
年
）
藤
平
春
男
『
新
古
今
歌
風
の
形
成
（
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
初
出
『
藤
平
春
男
著
作
集
第
一
巻
』
』
。
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
再
録
）
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近
藤
香
「
源
通
具
の
初
期
の
和
歌
に
つ
い
て
（
立
正
大
学
大
学
院
日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
』
創
刊
」
『
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
中
川
博
夫
「
簸
河
上
』
を
読
む
（
国
語
と
国
文
学
』
七
四
巻
一
一
号
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）
『
」
『
藤
平
泉
「
源
通
親
流
の
文
芸
意
識
―
昨
夜
年
代
記
や
候
け
る
（
語
文
』
九
九
号
、
一
九
九
七
年
一
二
」
『
月
）
三
木
紀
人
『
講
談
社
学
術
文
庫
今
物
語
（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
刊
）
』
安
田
徳
子
「
式
乾
門
院
御
匣
に
つ
い
て
（
聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
国
語
国
文
学
』
十
七
号
、
一
九
」
『
九
八
年
三
月
）
川
上
新
一
郎
『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）
』
北
原
元
秀
「
人
麿
影
供
と
院
政
期
歌
壇
（
古
代
文
学
』
五
一
巻
四
号
、
一
九
九
九
年
四
月
）
」
『
佐
藤
恒
雄
『
藤
原
定
家
研
究
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
』
田
仲
洋
己
「
夢
の
浮
橋
の
系
譜
学
―
藤
原
定
家
の
御
室
五
十
首
詠
を
め
ぐ
っ
て
（
叢
書
想
像
す
る
平
」
『
安
文
学
夢
そ
し
て
欲
望
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
田
渕
句
美
子
『
中
世
初
期
歌
人
の
研
究
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
』
田
野
慎
二
「
正
治
二
年
十
月
十
二
日
通
親
家
影
供
歌
合
の
「
叡
感
」
に
つ
い
て
―
後
鳥
羽
院
の
和
歌
賞
詞
を
め
ぐ
る
一
考
察
（
国
文
学
攷
』
一
七
一
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
『
田
渕
句
美
子
「
俊
成
卿
女
伝
記
考
証
―
『
明
月
記
』
を
中
心
に
（
明
月
記
研
究
』
六
号
、
二
〇
〇
一
」
『
年
十
一
月
）
渡
邉
裕
美
子
「
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
」
に
つ
い
て
―
俊
成
歌
供
出
説
に
及
ぶ
（
国
語
国
文
』
七
〇
巻
「
」
『
一
二
号
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）
岡
野
友
彦
『
中
世
久
我
家
と
久
我
家
領
荘
園
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
二
年
）
』
佐
々
木
孝
浩
「
影
供
歌
合
前
史
（
院
政
期
文
化
論
集
第
二
巻
言
説
と
テ
キ
ス
ト
学
』
院
政
期
文
」
『
化
研
究
会
、
森
話
社
、
二
〇
〇
二
年
）
芦
田
耕
一
「
藤
原
清
輔
の
述
懐
歌
―
出
家
と
関
わ
っ
て
（
古
代
中
世
和
歌
文
学
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
」
『
二
〇
〇
三
年
）
川
平
ひ
と
し
『
中
世
和
歌
論
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
』
藤
平
春
男
「
新
古
今
集
と
源
氏
物
語
―
定
家
の
本
歌
取
と
源
氏
物
語
の
引
歌
（
藤
平
春
男
著
作
集
』
」
『
第
五
巻
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
芦
田
耕
一
『
六
条
藤
家
清
輔
の
研
究
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
』
久
保
田
淳
『
久
保
田
淳
著
作
選
集
第
二
巻
藤
原
定
家
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
』
久
保
田
淳
『
藤
原
定
家
（
久
保
田
淳
著
作
選
第
二
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
』
『
谷
知
子
『
中
世
和
歌
と
そ
の
時
代
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
』
近
藤
香
「
千
五
百
番
歌
合
』
の
源
通
具
の
和
歌
―
他
文
献
へ
の
採
録
を
め
ぐ
っ
て
（
立
正
大
学
大
学
『
」
『
院
日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
』
七
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
須
田
亮
子
「
と
は
ず
が
た
り
』
後
深
草
院
二
条
と
五
部
大
乗
経
の
書
写
供
養
―
祖
父
源
通
光
の
影
響
を
『
め
ぐ
っ
て
（
国
文
論
藻
』
三
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
」
『
佐
々
木
孝
浩
「
後
鳥
羽
院
歌
壇
「
影
供
歌
合
」
考
（
国
語
と
国
文
学
』
八
一
巻
五
号
、
二
〇
〇
四
年
」
『
五
月
）
芦
田
耕
一
「
藤
原
清
輔
の
「
南
殿
の
桜
」
詠
を
め
ぐ
っ
て
―
二
条
天
皇
と
の
か
か
わ
り
（
島
大
言
語
」
『
文
化
』
十
七
号
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）
- 8 -
小
川
剛
生
「
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
明
月
記
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）
『
」
『
中
村
文
『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
』
芦
田
耕
一
「
藤
原
清
輔
詠
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
摂
取
（
島
大
言
語
文
化
』
十
九
号
、
二
〇
〇
」
『
五
年
九
月
）
下
浅
千
穂
「
源
通
親
『
高
倉
院
升
遐
記
』
成
立
考
―
狂
言
綺
語
の
戯
れ
（
仏
教
文
学
』
三
〇
号
、
二
」
『
〇
〇
六
年
三
月
）
兼
岡
理
恵
「
真
観
と
風
土
記
―
十
三
世
紀
風
土
記
受
容
の
一
側
面
（
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』
一
号
、
」
『
二
〇
〇
六
年
五
月
）
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
と
歌
人
伝
の
研
究
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
』
渡
邉
裕
美
子
『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
全
釈
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
』
佐
藤
恒
雄
『
藤
原
為
家
研
究
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
』
川
平
ひ
と
し
『
中
世
和
歌
テ
キ
ス
ト
論
―
定
家
へ
の
ま
な
ざ
し
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
』
田
仲
洋
己
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
』
夫
木
和
歌
抄
研
究
会
『
夫
木
和
歌
抄
編
纂
と
享
受
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
』
「
『
』
」
（
『
』
、
）
渡
邉
裕
美
子
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
注
釈
抄
文
芸
と
批
評
十
巻
八
号
二
〇
〇
八
年
十
一
月
村
尾
誠
一
『
中
世
和
歌
史
論
―
新
古
今
和
歌
集
以
後
（
青
簡
舎
、
二
〇
〇
九
年
）
』
野
村
朋
弘
「
久
我
家
文
書
』
一
号
文
書
の
再
検
討
（
古
文
書
研
究
』
六
七
号
、
二
〇
〇
九
年
十
月
）
『
」
『
藤
川
功
和
「
春
日
若
宮
社
歌
合
』
の
諸
相
（
国
文
学
攷
』
二
〇
四
号
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）
『
」
『
田
渕
句
美
子
『
新
古
今
集
―
後
鳥
羽
院
と
定
家
の
時
代
（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
』
渡
邉
裕
美
子
「
俊
成
卿
女
の
『
源
氏
物
語
』
摂
取
（
新
古
今
時
代
の
表
現
方
法
』
笠
間
書
院
、
二
〇
」
『
一
〇
年
）
渡
邉
裕
美
子
『
新
古
今
時
代
の
表
現
方
法
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
』
加
藤
睦
「
空
を
な
が
め
る
和
歌
―
藤
原
定
家
の
「
閑
居
百
首
」
を
読
む
（
水
声
通
信
』
三
三
号
、
二
」
『
〇
一
〇
年
七
月
）
渡
邉
裕
美
子
『
歌
が
権
力
の
象
徴
に
な
る
と
き
―
屏
風
歌
・
障
子
歌
の
世
界
（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
』
一
一
年
）
渡
部
泰
明
「
藤
原
定
家
の
方
法
（
文
学
』
十
二
・
一
月
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
）
」
『
野
本
瑠
美
「
藤
原
隆
季
の
和
歌
活
動
（
島
大
言
語
文
化
』
三
十
二
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
」
『
米
田
有
里
「
源
通
具
に
関
す
る
一
考
察
―
初
学
期
を
中
心
に
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
」
『
紀
要
別
冊
』
二
一
号
二
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
吉
野
朋
美
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
時
代
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
』
寺
島
恒
世
『
後
鳥
羽
院
和
歌
論
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
』
米
田
有
里
「
源
通
具
の
試
み
―
『
千
五
百
番
歌
合
』
恋
・
雑
部
の
歌
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
」
『
研
究
科
紀
要
別
冊
』
二
三
号
二
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
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論
文
内
容
要
旨
本
論
文
は
、
新
古
今
時
代
の
和
歌
に
お
け
る
詠
歌
方
法
と
、
そ
の
後
の
展
開
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
新
古
今
時
代
」
と
は
『
新
古
今
和
歌
集
（
以
下
『
新
古
今
集
』
と
略
す
）
成
立
前
後
の
。
、
』
、
時
代
を
指
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
『
新
古
今
集
』
が
藤
原
定
家
を
中
心
撰
者
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
歌
風
は
定
家
の
確
立
し
た
新
風
歌
風
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
家
の
時
代
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
定
家
の
歌
風
の
形
成
と
そ
の
影
響
に
注
目
が
集
ま
り
、
後
鳥
羽
院
や
御
子
左
家
歌
人
た
ち
な
ど
定
家
に
近
し
い
歌
人
た
ち
に
つ
い
て
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
の
影
響
の
見
ら
れ
な
い
歌
人
た
ち
は
「
旧
派
」
と
し
て
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
が
新
古
今
時
代
の
和
歌
研
究
史
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
定
家
の
歌
が
後
鳥
羽
院
に
認
め
ら
れ
る
以
前
、
歌
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
小
集
団
を
形
成
し
て
独
自
の
歌
風
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
『
新
古
今
集
』
に
は
取
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
が
『
新
古
今
集
』
以
後
の
勅
撰
和
歌
集
や
私
撰
和
歌
集
に
取
り
込
ま
、
れ
、
受
容
さ
れ
た
例
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
家
を
中
心
と
す
る
も
の
と
は
別
の
影
響
力
を
考
え
得
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
新
古
今
歌
壇
形
成
前
後
に
成
立
し
た
和
歌
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
後
代
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
全
体
像
と
し
て
の
中
世
和
歌
史
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
新
古
今
歌
風
の
基
礎
と
な
っ
た
定
家
の
和
歌
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
。
定
家
の
和
歌
の
特
徴
や
詠
歌
方
法
の
特
異
性
を
捉
え
る
こ
と
で
、
他
歌
人
の
特
徴
・
方
法
と
比
較
検
討
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
漢
詩
文
摂
取
、
第
二
節
で
は
『
源
氏
物
語
』
摂
取
を
取
り
上
げ
た
。
い
ず
れ
も
当
代
特
に
重
視
さ
れ
た
手
法
で
あ
り
、
他
歌
人
も
多
用
し
た
方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
家
の
方
法
の
特
異
性
を
峻
別
す
る
目
的
で
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
定
家
の
漢
詩
文
摂
取
は
連
想
と
連
想
を
繋
げ
、
様
々
な
作
品
を
引
き
寄
せ
て
詠
歌
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
発
想
の
展
開
力
に
こ
そ
定
家
の
特
異
性
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
『
源
氏
物
語
』
摂
取
に
も
見
ら
れ
た
が
『
源
氏
物
語
』
摂
取
、
、
『
』
。
の
場
合
は
特
に
源
氏
物
語
と
現
実
的
な
実
感
や
自
身
の
実
詠
歌
と
を
繋
げ
て
詠
歌
を
行
っ
て
い
た
つ
ま
り
物
語
世
界
を
現
実
と
同
じ
位
相
に
位
置
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
で
、
物
語
と
現
実
の
区
別
な
く
内
外
を
繋
げ
得
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
定
家
の
和
歌
の
特
色
は
一
つ
の
趣
向
・
発
想
を
起
点
と
し
て
連
想
を
広
げ
、
様
々
な
作
品
へ
と
繋
げ
て
世
界
観
を
深
化
さ
せ
る
点
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
自
由
で
柔
軟
な
発
想
を
保
つ
た
め
、
固
定
概
念
を
打
ち
破
る
努
力
が
定
家
の
注
釈
書
等
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
た
。
第
二
章
で
は
、
大
臣
を
輩
出
し
た
権
門
、
村
上
源
氏
の
源
通
親
と
久
我
通
光
に
焦
点
を
当
て
た
。
ま
ず
第
一
節
・
第
二
節
で
は
通
親
を
扱
っ
た
。
通
親
は
後
鳥
羽
院
最
初
の
詠
歌
で
あ
る
大
内
の
花
見
に
も
同
席
す
る
な
ど
、
早
い
段
階
か
ら
後
鳥
羽
院
の
和
歌
行
事
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
一
歌
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
定
家
と
は
立
場
が
異
な
る
。
し
か
し
そ
の
和
歌
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
古
め
か
し
く
、
定
家
と
は
作
品
で
対
等
と
な
り
得
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
通
親
の
詠
歌
特
、
、
、
『
』
徴
・
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
通
親
は
定
家
と
は
異
な
り
和
歌
や
漢
詩
文
源
氏
物
語
と
い
っ
た
作
品
中
に
存
在
す
る
内
部
世
界
を
詠
む
の
で
は
な
く
、
作
品
の
外
側
に
こ
そ
現
実
を
認
め
る
よ
う
な
詠
み
方
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
各
作
品
は
現
実
に
基
づ
く
断
片
で
し
か
な
い
も
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の
と
捉
え
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
、
ま
た
切
り
口
を
変
え
る
こ
と
で
自
分
な
り
の
現
実
認
識
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
詠
み
方
は
記
録
に
見
え
る
官
人
と
し
て
の
彼
の
言
動
と
も
重
な
る
。
通
親
は
、
和
歌
に
お
い
て
も
官
僚
と
し
て
の
己
を
活
か
し
、
詠
歌
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
よ
う
な
通
親
の
和
歌
は
『
新
古
今
集
』
に
は
ほ
と
ん
ど
入
集
し
な
か
っ
た
が
、
後
代
に
お
い
て
は
規
範
と
し
て
仰
が
れ
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
定
家
と
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
後
へ
と
続
く
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
も
の
と
考
察
し
た
。
。
、
第
三
節
で
は
久
我
通
光
を
扱
っ
た
通
光
は
新
古
今
歌
壇
成
立
後
に
詠
歌
を
始
め
た
人
物
で
あ
る
た
め
定
家
が
歌
壇
の
中
心
と
な
っ
て
「
新
古
今
歌
風
」
を
形
成
し
て
い
く
時
期
に
和
歌
を
詠
み
始
め
て
い
る
。
そ
の
和
歌
は
こ
れ
ま
で
、
定
家
の
和
歌
を
真
似
よ
う
と
し
て
真
似
ら
れ
な
か
っ
た
、
そ
の
他
大
勢
の
新
進
歌
人
の
一
人
と
し
て
捉
え
ら
れ
「
真
の
理
解
に
至
ら
ぬ
技
術
主
義
」
と
し
て
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
、
し
分
析
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
通
光
は
趣
向
全
体
を
捉
え
る
見
方
に
よ
っ
て
歌
を
詠
む
な
ど
、
父
・
通
親
と
近
し
い
点
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
そ
の
表
現
性
は
父
と
は
異
な
り
、
情
景
を
感
覚
的
に
捉
え
て
新
た
な
表
現
を
創
出
し
よ
う
と
し
て
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
定
家
は
通
光
の
よ
う
な
詠
み
方
を
批
判
し
て
い
る
が
、
通
光
の
表
現
は
衆
議
判
の
歌
合
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
後
代
の
歌
人
に
も
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
通
光
の
和
歌
は
父
か
ら
受
け
継
い
だ
方
法
を
用
い
つ
つ
新
た
な
和
歌
表
現
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
新
古
今
歌
壇
に
お
け
る
、
定
家
と
は
異
な
る
新
た
な
潮
流
で
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
た
。
そ
の
潮
流
は
承
久
の
乱
に
敗
北
し
た
後
鳥
羽
院
が
隠
岐
に
流
さ
れ
た
こ
と
で
途
絶
し
、
歌
壇
の
中
心
は
定
家
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
流
れ
は
水
面
下
に
お
い
て
中
世
和
歌
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
と
の
見
通
し
を
立
て
た
。
第
三
章
で
は
六
条
藤
家
及
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
六
条
藤
家
と
は
新
古
今
時
代
に
お
い
て
俊
成
・
定
家
ら
御
子
左
家
と
激
し
く
対
立
し
た
歌
の
家
で
あ
る
が
、
近
年
は
そ
の
歌
壇
に
お
け
る
地
位
の
、
、
変
動
や
歌
道
家
と
し
て
の
在
り
方
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
一
方
で
彼
ら
の
和
歌
を
扱
っ
た
研
究
は
少
な
く
常
に
定
家
ら
の
和
歌
と
比
較
し
て
「
保
守
的
」
で
「
旧
派
」
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
歌
の
家
の
人
間
と
し
て
指
導
に
当
た
り
、
他
歌
人
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
は
ず
の
彼
ら
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
新
古
今
時
代
と
中
世
の
繋
が
り
を
考
え
る
上
で
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
節
で
は
、
俊
成
・
定
家
の
批
判
を
最
も
多
く
浴
び
て
い
る
新
古
今
時
代
の
六
条
藤
家
歌
人
、
、
。
で
あ
る
季
経
を
取
り
上
げ
六
条
藤
家
歌
人
共
通
の
方
法
の
解
明
ま
た
定
家
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
季
経
の
詠
歌
方
法
は
、
異
な
る
趣
向
と
趣
向
を
繋
げ
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
新
奇
さ
を
目
指
す
点
に
特
徴
が
あ
る
。
対
比
構
造
を
好
む
の
は
六
条
藤
家
共
通
の
傾
向
で
あ
る
が
、
季
経
は
さ
ら
に
新
奇
さ
を
目
指
し
、
極
端
な
組
み
合
わ
せ
も
試
み
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
じ
地
平
に
あ
る
発
想
同
士
を
重
ね
て
一
首
を
深
化
さ
せ
る
定
家
と
は
異
な
り
、
繋
が
ら
な
い
発
想
同
士
を
無
理
矢
理
に
繋
げ
て
横
の
広
が
り
を
求
め
る
方
法
で
、
定
家
は
そ
れ
に
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
た
。
六
条
藤
家
が
新
古
今
歌
壇
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
定
家
ら
と
の
和
歌
観
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
第
二
節
で
は
真
観
を
取
り
上
げ
た
。
真
観
は
初
学
期
は
定
家
に
師
事
し
て
い
た
が
、
定
家
没
後
は
御
子
左
家
歌
人
で
あ
る
藤
原
為
家
と
対
立
し
、
六
条
藤
家
歌
人
で
あ
る
藤
原
知
家
ら
と
御
子
左
家
に
反
旗
を
翻
し
た
人
物
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
ま
で
は
「
反
御
子
左
派
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
和
歌
に
つ
い
て
も
為
家
が
推
進
し
た
穏
当
な
歌
風
と
は
異
な
る
、
奇
を
衒
っ
た
試
み
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
詠
歌
方
法
を
歌
歴
に
沿
っ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
真
観
は
季
経
の
方
法
を
自
ら
の
詠
歌
方
法
と
し
て
採
用
し
つ
つ
、
言
葉
や
表
現
自
体
は
新
古
今
時
代
の
和
歌
全
般
を
規
範
と
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
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。
つ
ま
り
真
観
は
定
家
ら
が
確
立
し
た
新
古
今
和
歌
を
仰
ぐ
べ
き
指
標
と
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
の
、
詠
歌
方
法
は
師
で
あ
る
定
家
に
拠
ら
ず
、
六
条
藤
家
歌
人
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
六
条
藤
家
歌
人
の
方
法
は
新
古
今
歌
壇
で
は
定
家
ら
に
批
判
さ
れ
排
斥
を
免
れ
得
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
真
観
ら
に
は
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
第
三
節
で
は
『
新
古
今
集
』
か
ら
百
年
以
上
経
た
鎌
倉
時
代
後
期
の
正
和
元
年
に
成
立
し
た
『
玉
葉
、
和
歌
集
（
以
下
『
玉
葉
集
）
に
焦
点
を
当
て
、
そ
こ
に
入
集
し
た
六
条
藤
家
歌
人
の
歌
に
つ
い
て
考
』
、
』
察
し
た
『
玉
葉
集
』
は
、
御
子
左
家
か
ら
分
派
し
た
京
極
家
及
び
そ
の
一
派
（
京
極
派
）
に
よ
る
勅
撰
。
和
歌
集
で
、
撰
者
の
京
極
為
兼
は
定
家
の
曾
孫
に
当
た
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
『
玉
葉
集
』
は
叙
景
、
歌
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
定
家
の
歌
を
二
番
目
に
多
く
採
用
す
る
な
ど
、
御
子
左
家
歌
人
た
ち
の
流
。
『
』
、
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
し
か
し
実
際
の
玉
葉
集
入
集
歌
を
確
認
す
る
と
他
の
撰
集
が
取
ら
な
い
よ
う
な
六
条
藤
家
歌
人
詠
も
複
数
取
り
込
ん
で
い
る
。
御
子
左
家
歌
人
詠
を
重
視
し
た
は
ず
の
『
玉
葉
集
』
が
、
定
家
に
非
難
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
六
条
藤
家
歌
人
の
歌
を
入
集
さ
せ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
『
玉
葉
集
』
と
六
条
藤
家
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
、
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
『
玉
葉
集
』
は
六
条
藤
家
の
日
常
詠
を
特
に
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
、
、
そ
し
て
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統
の
両
統
迭
立
の
時
代
に
成
立
し
た
『
玉
葉
集
』
は
、
日
常
詠
に
よ
っ
て
自
ら
の
文
化
の
高
さ
と
正
統
性
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
定
家
は
歌
に
付
随
す
る
状
況
を
排
し
て
作
品
そ
の
も
の
の
価
値
を
見
つ
め
、
そ
の
芸
術
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
六
条
藤
家
は
和
歌
に
よ
っ
て
日
常
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
じ
も
の
が
『
玉
葉
集
』
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
そ
れ
は
新
古
今
時
代
に
お
い
て
は
定
家
ら
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
和
歌
の
価
値
観
で
あ
る
が
、
そ
の
価
値
観
が
中
世
に
お
い
て
再
び
認
め
ら
れ
、
六
条
藤
家
か
ら
『
玉
葉
集
』
へ
と
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
定
家
以
外
の
新
古
今
時
代
の
和
歌
が
中
世
和
歌
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
裏
付
け
を
得
た
。
以
上
に
よ
っ
て
本
論
文
は
、
中
世
和
歌
史
に
は
定
家
を
本
流
と
す
る
も
の
と
は
別
の
、
新
古
今
時
代
か
ら
中
世
へ
と
続
く
隠
れ
た
潮
流
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
し
て
、
定
家
を
中
世
和
歌
の
中
心
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
従
来
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
周
縁
の
歌
人
や
、
そ
の
和
歌
を
掬
い
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
家
ら
と
は
別
の
中
世
和
歌
へ
と
続
く
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
